
璃

球

節
十
二
谷

第
二
班

番
州
島
剃
刀
峯
西
北
海
岸
の
火
山
岩
属
僚
中
に

捕
麓
せ
ら
れ
た
花
梅
岩
片
に
就

い
て

原

口

九

寓

披

し

が
塾

筆
者
は
前
根
(讐

二
讐
に
於
で

『
姉
州
島
遊
詑
』
の
甲
に
喜

遠

州
城
内
を
躍
る
十
数
町
の
別
刀
峯
閣
北
海
樺
の

火
山
岩
層
暦
中
に
捕
獲
せ
ら
れ
た
数
多
の
花
園
岩
井
を
散
見
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
｡
偶
々
山
口
(鎌
次
)撃
士
は
之

ビ
類
似
の
事
項
が
薩
商
大
隅
牛
島
の
閣
岸
に
も
赤
す
る
こ
E
を
輩
表
さ
れ
た
｡(
地
質
学
難
詰
第
三
十
六
巷
第
四
百
二

十
大
鵬
)
そ
こ
で
是
等
に
脱
聯
し
誠
に
本
稿
を
準
し
､
以
て
木
花
崩
岩
の
譜
性
質
を
詳
説
し
.
そ
の
地
質
聾
的
意
義

即
ち
凍
歴
を
討
ね
､
進
ん
で
地
下
の
地
質
構
造
に
推

及
L
且
つ
そ
の
火
山
活
動
と
密
接
な
踊
係
を
有
す
る
こ
と
を
開

明
に
し
て
見
た
い
の
で
あ
る
G5

花

園

岩

の

性

質

花
園
岩
片
を
爽
在
せ
る
火
山
岩
層
暦
は
友
純
色
の
火
山
衣
､
火
山
砂
'
及
び
黒
色
の
搾
石
質
火
山
魂
で
構
成
さ
れ

た
堆
積
物
で
あ
る
｡
現
今
は
海
蝕
作
用
の
た
め
､
剃
刀
峯
の
山
腹
の
肥
草
は
別
刺
さ
れ
て
､
そ
の
儀
火
口
だ
息
は
れ

る
箇
鬼
に
こ
の
岩
屑
暦
が
露
出
し
､
そ
の

一
部
分
は
後
期
の
熔
岩
流
(角
閃
安
山
岩
)
で
被
覆
さ
れ
て
ゐ
る
.

花
園
岩
井
は
大
さ
凡
そ
十
乃
至
二
十
糎
の
角
凍
質
(
A

n
gular)で
あ
っ
て
､
そ
の
周
練
は
多
少
熱
の
影
響
を
う
け



N - S{ 二 第

て
t
黒
縞
し
て
唐
h
.
中
に
は
火
拘
束
の
薄
皮
曹
義
や
て
ゐ
毛
l
の

も
あ
与
｡
そ
の
特
徴
は
徹
虹
色
の
正
長
石
の
五
島
A
l有
す
る
こ
亡
で

長
さ
五
糖
に
蓮
す
る
も
軌
も
珍
し
-
は
な

い｡
席
¶
養
軟
毛
t
着
W

群
す

べ
き
も
の
で
あ
る
｡
介
解
せ
る
た
め
砕
け
易
-
'
肉
鼠
で
は
前

鞄
の
正
長
石
の
外
無
色
蓬
明
の
石
英
暗
推
色
の
角
内
石
'
並
に
自
責

母
等
が
換
ら
れ
る
.
正
長
石
は
此
重
二
･五
五
'
層
新
中
l

(晋

･

taltrefractom
cter
に
上
る
)

a-
ti52),
p
-
-h
28
,

7
'

-
-.室
｢

で
あ
る
○

鏡
下
で
は
'
農
牧
か
ら
な
る
粒
妖
徽
鼓
室
不
L
t
社
寺
徽
鴨

は右

奥
'
正
長
石
'
敵
勢
長
石
'
斜
長
石
'
角
現
有
'
白
鷺
や
'

義
義徽

貴
女
石
'
祖
霊
石
'
繊
簾
石
t
.嵐
借
手
義
等
が
あ
る
｡
伸
し

て
長石

大
形
に
し

て最
も
多
-
'
石
英
は
之
に
夷
ぎ
'
角
閃
石
及
び

白鷺
龍

は
そ
の
何
隊
を
充
す
に
員
ぎ
な
い
?
石
英
は
魚
形
を

暴
L
t
義
カ
A
.

う
け
て
多
-
の
亀
裂
を
生
じ
'
之
に
狩
･̂
て
義
集
の
鋼

片
に
蒙
捧
さ

れ
て
わ
も
｡
正
長
石
は
牛
古
形
又
は
他
形
Jb
な
し
'
多
少
舟
離

し

て

み
て
､
J?
豪
嶋
に
青
ん
で
ゐ
d
｡
徽
暮

せ
義
繭
で
'
そ
の
尊

書

j諒 .:

{
封
轟
月
刀
霊
d
豊
嶋
蝉
の
火
山
倉
膚
身
中
に
徽

義

y

も
れ
i
:豪
員
倉
簾
に
暮
i
て

徽

】
曇



弟
十
二
懸

か
二
故

条

7
四

の
十
･:+
形
の
航

(
C
ross･hatch
ing
)
は
鮮
明
で
あ
る
｡
ア

ル
カ

リ
長

石
.,J
別
技
牢
,J
の
割
合
は
格
和
等
し
い
｡
斜
長
和
は
分
断
し
て
ゐ
て

非
し
-
汚
濁
を
i':;
ぴ
'

一
部
分
は
紘

飾
石
に
化
し
て
お
る
｡
鍵

品
に

は

ア
ル

バ
イ
ト
式
朱
片
双
晶
'
カ

ル

ス

',,
-
ト
式
'
並
に
ペ

ソ
ク

リ

ン
式
が
あ
る
.
封
栴
脚
光
角
よ
-
見
れ
ば
斜
長
石
の
成
分
は
次

即
長

石
に
腰
す
る
も
の
で
あ
る
｡
角
的
和
は
詳
し
-
分
断
し
て
純
色
を
昔

び
'
晶
形
及

び
光
母
性
を
触
る
に
は
悶
雛
で
あ
る
が
'
消
光
爪
は
約

十
LJ.度
で
普
池
内
関
前
で
あ
る
｡
果
物
化
し
て
ゐ
る
も
の
が
多

い
が

唯

一
箇
女
親
昔
構
箪

}･=
(.す
る
も
の
を
認
め
た
｡

山霊

付
は
鱗
片
状

を
な
し
視
佃
折
率
は
井
火
で
､
故
人
干
渉
色
は
英
施
L
t蝉
藍
別
紅

を

蒙
は
L
t
特
に
(0
0
1
)
に
平
行
せ
る
｡
壁
間
は
明
瞭
で
あ
る
｡
こ

の
日
震
付
は
苧

っ
-
加
畢
長
石
よ
-

担
化
し
た
も
の
で
次
の
様
な
化

韓
的
担
化
い
紙
混
生
成
せ
ら
れ
た
も
の
ビ
雌
は
る
｡

3
1(
A
IS
i･0
1
,+
ⅠILO
=
･Tハ
A
t.S
i.
0
-2+
K

=

S
iO
.+
5S
i
O
2

1F.
如

T
T-

rL1

-JJ
;:逮

副
成
分
と
し
て
燐
A
J.rk
'
磁
銭
餌
柿
に
袖
廉
ポ
､
胤
作
手
鋸
が
認

め
ら
れ
或
は
石
其
中
に
或
は
包
暴
物
ビ
し
て
存
在
す
か
.



次
に
本
岩
の
化
撃
成
分
哲
表
示
す
れ
ば
次
の
通
-
で
あ
る
｡

B

9

5

3

7

2

8

ハU
O

7

9

o
3

2

oco
4
･
1

1
･
0

1
･
O

o
･
3

3
･
3

4
･7

2
･
5

0
･
8

0
･
4

叩

Tr
o
･
1

0

7

1

100.02

誌

譜

m-｡

C

Na90

KEO

班.10+

H.,0-

TiO2

MnO

P206

ZrO.I

Totat

Nig g lト w erte

Si 348

a1 41

fm ll

17

31

0.25

0.24

1.5

0.29

lk

g

c

a
良

m

ti

p

前
表
に
よ
れ
ば
普
通
花
梅
岩

(A
lkati･gran
ite)
に
比
し
て
､
珪
酸
畳
は
精
少
-
､
そ
の
化
撃
成
分
よ
り
長
石
の

O
r,
A
p
,
A
n
の
官
分
此
率
を
算
出
す
れ
ば
大
略

Or23.
A
b
6
4
.

A
n

1
3
oj(a

ど
な
る
｡
ア
ル
カ
-
長
石
だ

酸
性
長
石
(次
闇
長
石
)の
分
量
は
除
塵
の
結
果
そ
の
分
畳
略
相
等
し
い
革
質
は
.
そ
の

化
撃
成
分
だ
よ
-
吻
令
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
本
岩
は
荘
梅
岩
の
分
梅
上
ア
ダ
メ
ル
岩
(A
d
am
eliite
)
に
屠
す
る
も
の
で

あ
る
0

花
飼
岩
と
火
山
岩
属
僚
及
び
角
閃
安
山
岩
と
の
縄
係

蹄
州
曲
別
刀
雑
印
北
略
解
の
火
山
潜
胎
瀞
小
に
椛
払
掌
り
れ
i1
兆
･3
1L.村
片
に
就

い
て

九七

一
乱



地

球

航
十
二
怨

鱒
二
雛

究

〓
〃

此
の
火
山
岩
厘
は
酵
州
島
の
火
山
作
用
の
初
期
の
生
成
に
か
J三

も
の
で
､
次
に
酸
性
熔
岩
を
噴
出
し
て
諸
種
の

火
山
活
動
が
此
の
教
義
止
で
演
せ
ら
れ
た

山
で
あ
る
｡

こ
の
花
尚
岩
井
も
火
山
作
用
の
鹿
典
､
火
山
岩
層
中
に
捕
虜
さ
れ
て
地
下
よ
-
誘
導
せ
ら
れ
て
凍
た
も
の
で
､
そ

の
岩
片
が
角
資
質
で
あ
-
､
多
少
熱
作
用
を
要
っ
て
ゐ
る
革
賓
は
そ
の
凍
歴
を
説
明
す
る
有
力
な
資
秤
で
あ
る
｡
更

に
火
山
岩
層
暦
中
に
爽
衣
せ
る
火
山
磯
を
詳
細
に
観
察
す
る
ビ
之
は
角
閃
安
山
岩
の
灘
粒
で
あ
っ
て
､
そ
の
中
に
角

閃
石
ビ
斜
長
石
の
斑
晶
が
多
-
散
鮎
し
て
ゐ
る
｡

是
等
の
糖
晶
は
地
上
に
抽
出
せ
ら
れ
る
以
前
に
既
に
晶
出
し
た
ち

の
が
そ
の
ま
～
吐
出
さ
れ
た
の
で
､
を
の
潜
時
の
粗
度
も
比
較
的
低
組
で
あ
っ
た
}J
思
惟
さ
れ
る
｡
又
花
園
岩
舟
を

検
討
し
て
見
て
も
'
高
池
の
影
響
よ
-
も
魔
力
の
方
が
著
し
い
｡
即
ち
鋸
物
成
分
の
再
結
晶
作
用
は
顕
著
で
な
い
が

魔
力
の
た
め
に
石
基
は
亀
裂
を
生
じ
て
粉
挿
さ
れ
､
且
っ
琴

完

的
解
物
ビ
L
tJA白
雲
母
､
禍
廉
石
､
風
信
子
鋸
等

が
成
生
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
次
に
之
-だ
密
接
な
輔
係
を
有
す
る
角
閃
安
山
岩
を
見
る
に
斑
晶
に
は
玄
武
角
閃
石
､

斜
長
石
'
透
輝
石
'
相
磯
石
'
石
基
に
は
正
長
石
.
磁
鋭
敏
､
燐
灰
石
'
沸
石
板
が
あ
る
｡
就
中
注
意
す

べ
き
は
玄

武
角
閃
石
で
あ
っ
て
'
之
だ
花
園
岩
中
の
普
通
角
閃
石
bJ
の
踊
係
で
あ
る
.

紳
浄
博
士
は
線
色
(普
通
)角
閃
石
ビ
褐
色
(
玄
武
)角
閃
石
だ
は
七
百
度
だ
入
官
度
ど
の
間
に
於
て
'
前
者
は
後
者

に
移
化
す
る
こ
,TJ
を
種
々
の
賓
脇
に
よ
っ
て
確
驚
せ
ら
れ
た
.

こ
の
場
各
は
こ
の
事
賓
が
自
然
現
象
中
に
も
碍
ほ
れ
て
ゐ
る
こ
/̂J
を
立
替
す
る
通
例
で
あ
る
｡
両
種
角
閃
石
の
鼻

化
が
非
可
逆
的
で
あ
っ
て
'
此
の
地
質
撃
的
塞
暖
計

(G
e
o
.10
gi
calth
elm
O
m
eter)
か
ら
推
及
す
れ
ば
火
山
岩
暦
は

そ
の
成
座
骨
時
の
脱
皮
は
少
-
ど
も
七
百
度
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
ビ
想
像
出
水
や
-
0



結

論

碑
州
島
は
金
島
殆
ど

噴
出
岩
で
敏
雄
さ
れ
て
ゐ
て
p
水
成
暦
は
所
謂
武
減
野
暦
上
部
に
該
骨
す
る
商
館
捕
西
方
の

海
岸
の
倉
見
化
石
暦
の
み
で
あ
る
0
筆
者
は
敢
初
火
山
活
動
の
歴
史
を
考
察
す
る
に
督

っ
て
火
川
の
基
磐
は
該
暦
で

あ
ら
う
だ
暫
定
し
て
ゐ
た
が
本
荘
腎

石
片
を
散
見
す
る
に
及
ん
で
､
こ
の
由

下
に
は
庶
-
花
柄
岩
が
伏
在
し
て
ゐ
て

之
が
地
質
構
造
を
論
す
る
上
L1こ
重
要
な
安
蘇
で
あ
る
こ
ど
な
断
定
す
る
ま
で
に
至
っ
た
｡
排
し
て
上
記
の
水
成
暦
も

花
掃
岩
の
小
窪
地
に
班
積
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
0
本
花
田
岩
ビ

長
文
島
や
五
島
列
島
に
分
布
し
て
ゐ
る

角
閃
花
岡
岩
だ
は
精
似
の
も
の
で
･
癖
州
火
山
が
こ
の
荘
嗣
岩
を
基
磐
だ
し
て
ゐ
る
こ
E
は
是
等
の
地
方
ビ
閲
聯
し

て
誉

興
味
深
い
こ
-

信
す
る
.
此
巌
に

高

の
花
園
岩
片
が
火
山
作
用
の
た
め
地
下
深
甚
よ
り
抜
放
さ
れ
て
雄

花
由
雄
を
考
察
し
,
済
州
島
の
地
下
の
地
質
構
造
を
窺
知
す
る
上
に
有
力
な
手
掛
を
和
琴

し
だ
を
報
告
し
て
本
稿
の

経
絡
ビ
す
る
｡
(
昭
和
四
空

ハ
月
廿
五
日
柄
)

南

紀

瀬

戸
臨

港

研
究

所

行
幸

記

昭
和
四
年
六
月

一
日

聖
上
陛
下
に
は
御
召
艦
長
門

に
糾
し
'
午
前
入
時
那
智
以
下
供
奉
の
渚
艇
を
従

へ
'

山
蓮
磯
に
御
入
港
'
御
漁
定
よ
わ
も
精
々
卑
し

九
時

南
紀
碓~
戸
臨
悔
祈
牝
所
行
串
記

石

J

.成

葦

綱
不
知
に
御
上
陸
p
折
柄
細
雨
罪
々
た
る
袖
を
野
手
和

歌
山
榛
知
事
の
御
先
導
に
て
今
回
新
に
完
成
せ
る
海
崖

濃
絡
む
'
御
徒
歩
に
tJ
T字

三
町
蓮
ま
せ
ら
れ
､
九
時

と

f
七


